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1 はじめに

消費者の農産物に対する安全志向や環境問題への関心

が高まっているなか,消費者ニーズに応え,農産物の品

質の向上や資源循環型農業を実現するための有機質肥料

の利用による,特別栽培や有機栽培に移行する生産者が

増えている。

生産現場での有機栽培等への取組が先行するなか,有

機質肥料を用いた育苗に関する報告がほとんどないこと

から,ぼかし肥料等の有機質肥料を用いた有機育苗法を

検討 した。

2 試験方法

(1)育苗方法

供試品種 :コ シヒカリ。種子消毒 :温湯消毒 (60℃ ,10

分)を行つたが,慣行区は,併せて播種時に夕・コニール 1000

(500倍 希釈)とタチカ
｀
レエース液剤 (500倍希釈)を 500mL

ずつ灌注した。播種 日 :2006年 4月 21日 (4月 13日 浸

種 )。 播種量 :乾籾 120g/m。 緑化後の育苗 :プール育

苗で,入水 日は 4月 24日 ,水深は 3cm。 育苗場所 :ガ

ラス温室 (概ね夜間 10℃以上, 日中 25℃以下)。 育苗

期間 :2006年 4月 24日 ～ 5月 11日 (20日 間)。

(2)分析方法

窒素は CN元素分析機 (Ekmentar VarioNIAX), リン

は′ヽ・ナドモリフ・テ
・ン法,カ リは炎光光度法で分析 した。葉色

は葉色計 (コニカミノルタSPAD502),臭気は培上の間の水を

コマゴメピペッ トで 100mL三 角フラスコに採取 して 30

分放置 した後,内部の空気の臭気を硫黄系の臭気指数計

(新コスモス電機田 XP‐349S)で測定 した。

(3)区 の構成

施用量 (g/箱 )

デ詰戸硝糠鰊藤端 肝 キ
30   10  06
60  20  12
30  30  20

3 試験結果及び考察

(1)生育経過等

草丈については,播種後 10日 日では,ぼかし倍量区

(8 4cm)が最も長く,次いで慣行区 (7 4cm)であり,

油粕区 (6 1cm)と 油粕倍量区 (5 8cm)では,他の区に

比べ短かつた (図 1)。 播種後 17日 目になると,慣行区

(19 0cm)と ,ぼか し倍量区 (17 4cm)の草丈は他の区

(126～ 14 4cm)よ り明らかに長く,育苗終了時まで

同じ傾向で推移 した。

葉色については,播種後 10日 日では,慣行区に対 し

て,ぼか し倍量区はやや濃 く,油粕区 (252)と 油粕倍

量区 (233)は ,他の区 (267～ 291)よ り薄かったが ,

播種後 17日 日になると,油粕倍量区 (357)が 最も濃

く,次いで慣行区となつた (図 2)。

次に,地上部乾物重については,播種後 10日 目では,

油粕区 (040g/100本 ),油粕倍量区 (045g71oo本 )の 2

区が,他の区 (050～ 052ノ100本 )よ りやや軽かつた

が,播種後 17日 日では,慣行区 (126g/100本 )に次い

で,ぼかし倍量区 (124ノ100本 )が,他の区 (090～

1017100本 )よ り重く,育苗終了時まで同じ傾向で推移

した (図 3)。

臭気指数は,油粕区と油粕倍量区が他の区に比べ高く,

10日 目より17日 目が高くなった (図 4)。
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(2)育苗終了時

ぼかし区と市販有機培土を使用した対照区は,草丈,

地上部乾物重,窒素含有率から見ると,ほぼ同等の生育

を示したが,慣行区に比べると劣つた (表 1, 2)。 油

粕区は,対照区とばかし区に比べて窒素含有率が高いが
,

草丈と地上部乾物重で同等の生育であり,慣行区に比べ
,

草丈,地上部乾物重,窒素含有率では劣つた。有機物を

肥料として含む区については,慣行区と同等の施肥量で

は養分の供給が不足し,慣行区より生育が劣つた。

有機質肥料による育苗で生育を改善するため設定した

倍量区では,ぼかし肥料と菜種油粕で特徴的な差異が認

められた。

ぼかし倍量区は,慣行区と比べて草丈,地上部乾物重

はほぼ同等,窒素含有率はやや低かつた。しかし,ばか

し倍量区と空素の施用量が同じである油粕倍量区では,

慣行区と比べて窒素含有率はほぼ同等であるが,草丈は

短く,地上部乾物重は劣つた。

育苗終了時の苗の外観を見ると,慣行区とばかし倍量

区は同等の生育であることが認められた (図 5)。

根の状態を比較すると,慣行区とばかし倍量区は,自

い根が密に伸長していたのに比べ,油粕倍量区では,根

に黒い変色が認められ,伸長が抑制され短く硬い状態で

あつた (図 6)。 油粕を施用した区の上壌中には黒色の

物質が見られ,臭気が強く,未熟な有機物の嫌気的条件

での腐敗により,根の伸長が抑制されているものと推察

さオしる。
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葉色の推移

表 1 育苗終了時の生育

※充実度=苗 1本乾物重(mg)÷ 草丈

表2 育苗終了時の苗の乾物あたり養分含有率

図5育苗終了時の苗の外観

2,ばかし倍量区, 4;油粕倍量区, 5:慣行区

図6育苗終了時の根の状態

2;ぼかし倍量区, 4;油 粕倍量区, ■慣行区

4 まとめ

以上の結果から,有機質肥料を用いて育苗する場合,

肥料として菜種油粕等をこのまま施用すると根の伸長が

阻害される恐れがあり,好気的な条件下であらかじめ発

酵させたばかし肥料が適する。この場合,慣行と同じ窒

素施用量では生育が劣るが,慣行より増肥することによ

つて,慣行と同等の苗の生育を得ることができることが

明らかとなつた。
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図3 地上部乾物重の推移 図4 臭気の推移

◇;ばかし,01ぎ かし倍量,△;油粕,▲ ;油粕倍量,日 :慣行,● ;対照

188± 10
148± 00
154■ 11
184± 12

265± 21 128± 002074± 008 07   44
295± 36 100± O07080± O12 07   01
024± 25 116± 008064± 010 08   48
303± 22 138± 004063± O04 08   69
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